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＜領
りょういき

域：医
いりょうてき

療的ケア＞

問
もんだい

題 59　消
しょうどく

毒と滅
めっきん

菌に関
かん

する次
つぎ

の記
きじゅつ

述のうち，正
ただ

しいものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　消
しょうどく

毒は，すべての微
びせいぶつ

生物を死
しめつ

滅させることである。

2　複
ふくすう

数の消
しょうどくえき

毒液を混
ま

ぜると効
こうかてき

果的である。

3　滅
めっきんぶつ

菌物には，有
ゆうこうきげん

効期限がある。

4　家
かてい

庭では，熱
ねっすい

水で滅
めっきん

菌する。

5　手
しゅししょうどく

指消毒は，次
じ あ え ん そ さ ん

亜塩素酸ナトリウムを用
もち

いる。

問
もんだい

題 60　次
つぎ

の記
きじゅつ

述のうち，成
せいじん

人の正
せいじょう

常な呼
こきゅうじょうたい

吸状態として，最
もっと

も適
てきせつ

切なものを 1  

つ選
えら

びなさい。

1　胸
きょうふくぶ

腹部が一
いってい

定のリズムで膨
ふく

らんだり縮
ちぢ

んだりしている。

2　ゴロゴロとした音
おと

がする。

3　爪
つめ

の色
いろ

が 紫
むらさきいろ

色 になっている。

4　呼
こきゅうすう

吸数が 1分
ぷんかん

間に 40 回
かい

である。

5　下
かがく

顎を上
じょうげ

下させて呼
こきゅう

吸している。

医
いりょうてき

療的ケア
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問
もんだい

題 61　喀
かくたんきゅういん

痰吸引を行
おこな

う前
まえ

の準
じゅんび

備に関
かん

する次
つぎ

の記
きじゅつ

述のうち，最
もっと

も適
てきせつ

切なものを 

1 つ選
えら

びなさい。

1　医
い し

師の指
し じ し ょ

示書の確
かくにん

認は，初
しょかい

回に一
いちどおこな

度行う。

2　利
りようしゃ

用者への吸
きゅういん

引の説
せつめい

明は，吸
きゅういん

引のたびに行
おこな

う。

3　腹
ふ く が い

臥位の姿
しせい

勢にする。

4　同
どうしつ

室の利
りようしゃ

用者から見
み

える状
じょうたい

態にする。

5　利
りようしゃ

用者に手
しゅししょうどく

指消毒をしてもらう。

問
もんだい

題 62　胃
い

ろうによる経
けいかんえいよう

管栄養での生
せいかつじょう

活上の留
りゅういてん

意点の説
せつめい

明として，最
もっと

も適
てきせつ

切なも

のを 1 つ選
えら

びなさい。

1　「日
にっちゅう

中は，ベッド上
じょう

で過
す

ごします」

2　「夜
よるね

寝るときは，上
じょうはんしん

半身を起
お

こした姿
しせい

勢で寝
ね

ます」

3　「便
べんぴ

秘の心
しんぱい

配はなくなります」

4　「口
くち

から食
た

べなくても口
こうくう

腔ケアは必
ひつよう

要です」

5　「入
にゅうよく

浴は清
せいしき

拭に変
へんこう

更します」
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問
もんだい

題 63　Ｆさん（87 歳
さい

，女
じょせい

性）は，介
かいごろうじんふくししせつ

護老人福祉施設に入
にゅうしょ

所している。嚥
えんげきのう

下機能が

低
ていか

下したため，胃
い

ろうによる経
けいかんえいよう

管栄養が行
おこな

われている。担
たんとう

当の介
か い ご ふ く し し

護福祉士は，Ｆ

さんの経
けいかんえいよう

管栄養を開
かいし

始して，しばらく観
かんさつ

察した。その後
ご

，15 分
ふんご

後に訪
ほうしつ

室すると，

Ｆさんが嘔
おうと

吐して，意
いしき

識はあるが苦
くる

しそうな 表
ひょうじょう

情 をしていた。介
か い ご ふ く し し

護福祉士は，す

ぐに経
けいかんえいよう

管栄養を中
ちゅうし

止して看
かんごしょくいん

護職員を呼
よ

んだ。

看
かんごしょくいん

護職員が来
く

るまでの介
か い ご ふ く し し

護福祉士の対
たいおう

応として，最
もっと

も優
ゆうせん

先すべきものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　室
しつない

内の換
かんき

気を行
おこな

った。

2　ベッド上
じょう

の嘔
おうとぶつ

吐物を片
かたづ

付けた。

3　酸
さんそきゅうにゅう

素吸入を行
おこな

った。

4　心
しんぞう

臓マッサージを行
おこな

った。

5　誤
ごえん

嚥を防
ふせ

ぐために顔
かお

を横
よこ

に向
む

けた。


